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町全体で取り組む観光振興の視点で考える
事業アイデア
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すぐできる、やるべき、できたら面白い・・・検討の中で実際に出た事業アイデア
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事業アイデア一覧
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アイデア名

プレーヤー

（実施者）

目的・内容①

目的・内容②

その他

観光週間

観光協会・

行政

観光や地元資源

との距離短縮

町全体でキャン

ペーンをやる等

観光事業

コンテスト

観光協会

町内外から「事

業」を募集する

実現できそうな

ものは支援も

特産品開発等

も期待

観光に関する

シンポジウム

観光協会・

行政

観光事業の

周知・振り返り

外部刺激とより

一層の促進

観光に関する

アンケート等

観光協会・

行政

事業者には

データ収集

住民には

意識調査

観光施策検討

に必須

時勢を捉えた

事業の提案

観光協会・

行政・事業者

例えば、シェリン

グエコノミー

といった事業

モデルをとりこむ

新規の

事業展開

住民や町を
巻き込んでいく
施策は
観光協会と行政
が主導的で
あるべき。

これまで以上に、
「地域資源」に
対する
意識の向上を
図りたい。

ぜひ 欲しい
町の歴史や文化が案内できるパンフ等（多言語）

•多くの来町者から、また、事業者からもニーズあり！！



事業アイデアの具現化と提供は観光事業者が中心。
さらに、事業者が主体となる事業は「事業者間連携」が必須。
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事業アイデア一覧
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コンセプトの

掲示

事業者

コンセプトの

普及・浸透

ホームページ等に

掲示する

その他

具現化ツールの

設置

事業者

ハンモックや薪ス

トーブを設置

行政と協会が

支援する

コンセプトの

想起・連想

ハンモック＋

本、など

事業者

より「じっくり」過ご

すためのアイテム

さりげなく加える

生産者めぐり

(体験サービス系)

事業者

事業者連携で

商品化

滞在期間の延長

(点から線、面)

アクティビティ・体

験系もあわせて

『旬』を意識した

サービス

事業者

今以上に

意識する

事業者間連携

あわせて

「地元産品」を

即実現可能

「ハンモック」のレンタル

サービス（有料）

•例えば、八千穂高原自然園

や白樺群生地で

•必要な物：ハンモック、設置

場所、MAP

•本などもプラスして提供

初期投資が小さく、試験
的な意味でも実施する
価値は大きいと考えます。



必要だと考えるのは 『人（人材）』 と 『交流』 のプラットフォーム。
観光は間口と裾野が広く、入りやすい。将来も踏まえた様々な交流促進を。
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事業アイデア一覧

©2019年 佐久穂町の将来の観光ビジョンを考える会

観光人材バンク

観光協会・行政

町内の人材の発

掘と活躍促進

募集～活動の

実現

ネットワークの

形成

府中市との

交流促進

観光協会ほか

交流協会も巻き

込む

人・資源・消費の

往来を

次世代まで

観光事業者

（次世代）会合

事業者

（次世代）

活発な

意見交換を

仲間づくり、

深い交流を

飲み会から

でも・・・

道の駅

観光協会

オープンに合わせ

事務所開設

観光案内常設で

• 「佐久穂町」や「自然」「観光」に興味
のある方は多いはず。

• よりモチベーションの高い人材を発掘し、
また活躍の場の提供をすべきです。

人

• 姉妹都市「府中市」との交流も次世
代を見据えた部分を加速させ、事業
者間も次世代が闊達に意見交換等
をしていくべきです。

• 多くの地域がそうであるように、いわゆ
る活性化の中心には若者の存在が
あります。

交
流

建設予定の「道の駅」には観光協会の事務所を。専属者
常駐で、より一層、協会事業を推進します。来町者にも、
町内のサービス提供場所としてふさわしいと考えます。



佐久穂町の将来の観光ビジョンを考える会

規約、名簿、実施記録
会員内顧客情報アンケート
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佐久穂町の将来の観光ビジョンを考える会
規約、名簿、実施記録

（名称）第１条 本会は、佐久穂町の将来の観光ビジョンを考える会（以下「会」という。）という。
（目的）第２条 会は、将来の佐久穂町の観光分野において施すべき対策を具体的に検討するとと
もに、町を含めた関係団体及び関係者の果たすべき役割を明確にし、もって観光業発展のための魅力
的で建設的な施策を提案することを目的とする。
（検討内容）第３条 会での検討内容は、次に掲げるものとする。
(１) 将来の佐久穂町の観光施策検討に関すること。 (２) その他観光振興に関し必要な事項
（組織）第４条 会の会員は、次の各号に基づき公募により参集する。
(１) 町内で観光事業に携わる者 (２) その他観光分野に識見を有する専門家
（任期）第５条 会員の任期は、町をはじめとする関係団体に提案を提出するまでの間とする。
（会長及び副会長）第６条 会に会長及び副会長を置き、会員の互選により定める。
２ 会長は会務を総理する。
３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。
（会議）第７条 会議は、必要に応じて会長が招集し、会長が議長となる。
２ 会長は、必要があると認めるときは、会員以外の者の出席を求め、意見を聞くことができる。
３ 会長は、会の円滑な進行と建設的な議論の妨げとなると判断した場合は、会員の退席を命じるこ
とができる。
（アドバイザー）第８条 会にアドバイザーを置くことができる。
２ アドバイザーは、専門的な観点で助言等を行い、会の進行調整等を支援する。
（庶務）第９条 会の庶務は、佐久穂町産業振興課商工観光係において処理する。
（その他）第10条 この規約に定めるもののほか、会の運営に関し必要な事項は、会で定める。
附 則 この告示は、公布の日から施行する。
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会規約、名簿、実施記録

佐久穂町の将来の観光ビジョンを考える会規約 会 員 名 簿

氏名 事業分野

西村 寛 その他

佐々木 隆文 農林漁業

志村 馨 （途中退会） 宿泊業

黒澤 孝夫 小売業

上原 直樹 宿泊・飲食

岸 良一 宿泊業

岩下 大悟 宿泊業

吉野 雅章 宿泊業

辰野 廣茂 宿泊・飲食

草間 久美 農林漁業・飲食

丸山 精一 その他

山浦 雄大 宿泊業

松澤 武 その他

由井 正宏 農林漁業

辰野 守茂 宿泊業

平尾 勇 アドバイザー（長野県観光機構）

松本 翔 アドバイザー（長野県観光機構）

在賀 耕平 アドバイザー（町政策アドバイザー）

実
施
記
録

全
体
会

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回 第16回

2018.
5.23

6.25 7.18 9.5 10.22 11.20 12.18
2019.
1.30

2.26 3.25 4.22 5.28 6.17 7.30 8.27 9.25

分科会 収益最大化検討分科会 外部ＰＲ戦略検討分科会 町の巻き込み方検討分科会 各３回実施
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会員内顧客情報アンケート
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季節ごとに、伸びる月は存在する模様。農産物等は『旬』が、加工品にも
イベントがあるため、その時に如何に収益を上げるかが、重要な視点です。

• 会員内で、「顧客情報」に関するアンケート調査を行いました（全て割合、印象値）。

•来町者は２人組が多い模様。

•単独・団体は少ない傾向

•家族連れも２割以上

カップル・夫婦が４割。団体は少ない

•数時間の滞在が多いが、1食付よりも泊りの

割合が多く、食べれば泊まるかも知れず、伸び

しろがありそう

「通過型」になっていることが明らか

• 町全体の確かな傾向とは言えないものの、観光事業者の生の情報です。

５つの事業者からの情報ですが、メインの業種、所在地等は様々です。

●長期休暇のある月、季節行事や、商品が「旬」を迎える時期は、
人と消費の動きが大きい。

●滞在時間が長い客層はどこか？など、それぞれの項目の 相関関係等
を分析する必要がある。
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会員内顧客情報アンケート
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来町者の半分以上が40歳～+滞在は数時間の通過型？反面、関東圏を
中心に、幅広い年齢層で行き先の選択肢には入っているとも考えられます。

• 今後、観光施策を検討していく上で、観光事業者からの情報収集は必要不可欠です。個々のデータを積み上げ、町全体の傾向が見えるかできれば最良です。

• 40歳以上でみると半数以上になる ものの、満遍

ない年齢層である

年代の偏りはそれほどない

•関東圏からの来町が最も多く、関西圏は少ない。

外国人は全体の約１割。軽井沢はもっと狙えるか

県内 ⇔ 県外は半々くらい

•２次交通に課題はあるものの、ほとんどが

自家用車での来町

自家用車での来町がほとんど


